
平成23年11月
情報政策課

Tel：06-6489-6150

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/index.htm

○ 人口及び世帯の概要

○ 年令別人口の概要

　人口及び世帯数 1世帯当たり人員　

　総人口に占める

　年齢(3区分)別構成比

老年人口 (65歳以上)

生産年齢人口 (15～64歳)

年少人口 (0～14歳)

増加数 増加率(%) 増加数 増加率(%)
世帯数 190,894 198,653 209,343 7,759 4.1 10,690 5.4
人口総数 1) 466,187 462,647 453,748 △ 3,540 △ 0.8 △ 8,899 △ 1.9
男 1) 228,861 226,084 221,216 △ 2,777 △ 1.2 △ 4,868 △ 2.2
女 1) 237,326 236,563 232,532 △ 763 △ 0.3 △ 4,031 △ 1.7
1世帯当たり人員 2) 2.43 2.34 2.15 △ 0.09 △ 3.7 △ 0.19 △ 8.1
人口密度 9,381.9 9,295.7 9,080.4 △ 86.2 △ 0.9 △ 215.3 △ 2.3
年少人口（0～14歳） 63,043 60,080 53,922 △ 2,963 △ 4.7 △ 6,158 △ 10.2
生産年齢人口（15～64歳） 326,950 306,753 289,125 △ 20,197 △ 6.2 △ 17,628 △ 5.7
老年人口（65歳以上） 75,828 91,322 106,070 15,494 20.4 14,748 16.1
平均年齢 41.5 43.5 45.4 2.0 4.8 1.9 4.3

1) 年齢不詳を含む。　2) 施設等の世帯及び世帯類型不詳を除く一般世帯における1世帯当たりの人員である。

（平成17年－12年）

　平成22年10月1日現在で実施された国勢調査による尼崎市の人口及び世帯数の確定値の人口等基本集
計結果の概要をお知らせします。
　なお、総務省統計局のホームページに国勢調査報告（兵庫県分）も掲載されていますので、詳しくはこちら
をご覧ください。

　総人口は、453,748人となり、平成17年と比べ8,899人の減少（減少率1.9％）、また世帯数は、209,343世帯
となり、平成17年と比べて10,690世帯の増加（増加率5.4％）となりました。この結果、一般世帯の1世帯あたり
人員は、2.15人となり、減少が続いています。

　人口を年少人口（0～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）、老年人口（65歳以上）の3区分でみると、年少人
口は減少が続いており、減少数（6,158人減）、減少率（10.2％減）とともに前回から拡大しています。生産年
齢人口は17,628人減（減少率5.7％減）と引き続き減少しています。一方、老年人口は、14,748人増（16.1％
増）と引き続き大幅に増加しています。

項目 平成12年 17年 22年
（平成22年－17年）

年齢3区分別人口の推移
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○　世帯構成の概要

一　　般　　世　　帯　　数 一　　般　　世　　帯　　人　　員
平成12年 17年 22年 構成比(%) 平成12年 17年 22年

総数 1) (1)+(8)+(9) 190,437 194,413 209,160 100.0 462,983 454,617 449,267
　親族世帯 (1)=(2)+(7) 129,979 128,737 122,496 58.6 401,605 387,703 359,587
　　核家族世帯 (2)=(3)+(4)+(5)+(6) 116,423 116,010 111,708 53.4 345,405 336,524 317,732
　　　夫婦のみ (3) 37,102 38,850 39,200 18.7 74,255 77,740 78,400
　　　夫婦と子ども (4) 61,871 57,546 52,835 25.3 228,628 211,040 192,209
　　　男親と子ども (5) 2,809 3,011 2,810 1.3 6,780 7,160 6,520
　　　女親と子ども (6) 14,641 16,603 16,863 8.1 35,742 40,584 40,603
　　その他の親族世帯(7) 13,556 12,727 10,788 5.2 56,200 51,179 41,855
　非親族世帯 (8) 915 1,222 1,649 0.8 1,835 2,460 3,913
　単独世帯 (9) 59,543 64,454 84,520 40.4 59,543 64,454 84,520
　（再掲） 65歳以上の単独世帯 16,848 21,563 27,227 13.0 16,848 21,563 27,227

65～74歳の単独世帯 9,403 11,169 13,676 6.5 9,403 11,169 13,676
75歳以上の単独世帯 7,445 10,394 13,551 6.5 7,445 10,394 13,551

1)　世帯の家族類型「不詳」を含む。

○　住居の状態

一　　般　　世　　帯　　数 一　　般　　世　　帯　　人　　員
平成12年 17年 22年 構成比(%) 平成12年 17年 22年

一般世帯 190,437 194,413 209,160 100.0 462,983 454,617 449,267
住宅に住む一般世帯 184,436 189,903 205,565 98.3 456,332 449,357 445,297
持ち家 86,202 96,728 103,301 49.4 247,970 264,705 264,716
公営・都市機構・公社の借家 16,596 16,042 16,527 7.9 39,079 34,983 32,748
民営の借家 72,931 70,027 78,547 37.6 148,181 133,575 132,788
給与住宅 6,714 5,094 4,885 2.3 16,820 12,164 10,534
間借り 1,993 2,012 2,305 1.1 4,282 3,930 4,511

住宅以外に住む一般世帯 6,001 4,510 3,595 1.7 6,651 5,260 3,970

　施設の世帯等を除く一般世帯を核家族世帯とその他に分けると、核家族世帯は4,302世帯減少し、構成比
では59.7％から53.4％へと6.3ポイント減少しています。特に夫婦と子どもの世帯は、4,711世帯の減少で、構
成比も29.6％から25.3％へと4.3ポイント減少しています。　いっぽう単独世帯（一人世帯）は、20,066世帯増
加し、構成比も33.2％から40.4％へ7.2ポイント増加して、全世帯の4割を占めています。その単独世帯のうち
65歳以上は27,227世帯（5,664世帯増、構成比13.0％）と引き続き増加しています。

世　　帯　　類　　型

　一般世帯を住居の状態別にみると、持ち家が6,573世帯増加（増加率6.8％）して103,301世帯（構成比
49.4％）となり、全体のほぼ半数を占めています。また民営の借家は8,520世帯増加（増加率12.2％）して
78,547世帯（構成比37.6％）となっています。

住居の種類・住宅の所有の関係
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類型別一般世帯構成比の推移
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